
【放課後等デイサービス】

　保護者等数（児童数）　22名　　　回収数　18名　　　　割合　81％

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ ご意見
ご意見を踏まえた

対応

①
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている
か

15 3 0

・環境構成への配慮を引き続き行っていく。

② 職員の配置数や専門性は適切であるか 16 2 0

・契約時や保護者会等を通して、職員数や専門性につ
いての情報を分かりやすく伝えていく。

③
事業所の設備等は、スロープや手すりの設置などバ
リアフリー化の配慮が適切になされているか

18 0 0

・現在、スロープ等は設置されていないが、今後必要で
あれば、子どもの様子に応じて設置を行っていく。

④
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析され
た上で、放課後等デイサービス計画が作成されてい
るか

17 1 0

・アセスメントや面談を通して、ニーズや課題を聞き取
り、分析を行い、放課後等デイサービス計画の作成を
行っている。

⑤ 活動プログラムが固定化しないよう工夫されているか 17 1 0

・長い期間利用をさせて
いただいており、子ども
からも新しい活動が増
えていたことや、楽し
かったので学校の友達
ともしたいことを話してく
れる。

・子どもが楽しみながら活動に参加し、様々な経験をす
ることができるよう、子どもの現状や課題に沿った活動
内容の設定を行っていく。

⑥
放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のない
子どもと活動する機会があるか

11 7 0

・きらら館や子ども食堂
等で交流があるおかげ
で、交流で小学校に
行ったときに、たくさん
のお友達に声を掛けて
もらった。
・現在は、きらら館以外
で放課後交流はないと
思う。

・子ども食堂の活動等を通して、地域の子どもたちとの
交流を行っていく。

⑦
支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明がな
されたか

18 0 0

・丁寧な説明を心掛けていく。

⑧
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども
の発達の状況や課題について共通理解ができている
か

18 0 0

・送迎時に子どもの様子や課題について伝え合い、共
通理解の基、支援を行うことができるようにしていく。

⑨
保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支援
が行われているか

17 1 0

・面談で、不安なことも
話せる雰囲気なのがと
てもありがたい。

・面談時や、日々のやりとりを通して、必要な情報を伝
えるとともに、育児に対する助言を行っていく。

⑩
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等に
より保護者同士の連携が支援されているか

11 6 1

・きらら館を通じて、今で
もきらら館のOBの保護
者とつながりがあり、と
てもありがたい。
・放課後デイでの保護
者同士で会う機会があ
まりないので、機会があ
ればと思う。

・保護者同士の連携の場を設けることはできなかった。
今後は、茶話会などの機会を作り、交流の機会を設け
ていく。

⑪
子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を
整備するとともに、子どもや保護者に周知・説明し、
苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか

14 4 0

・苦情等へ迅速、丁寧に対応できるよう心掛けていく。

⑫
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため
の配慮がなされているか

17 1 0

・帳面や送迎時に、子どもの様子を伝え、情報伝達を
行っている。直接お会いすることが難しい保護者の方に
は、必要に応じて電話等で情報伝達を行っている。

⑬
定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価
の結果を子どもや保護者に対して発信しているか

15 3 0

・インスタで活動の様子
が見られるので、祖父
母も楽しみにしている。

・ブログについては、各グループ月2回更新を行ってい
く。また、インスタグラム等のSNSも活用し、活動の様子
の発信を行っていく。

⑭ 個人情報に十分注意しているか 17 1 0

・荷物や書類等の入れ間違いのないよう、二重で確認
を行い、個人情報の取り扱いに十分に配慮を行ってい
く。

⑮
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対
応マニュアルを策定し、保護者に周知・説明されてい
るか

13 5 0

・契約時の説明に加え、必要に応じてマニュアルを閲覧
できるよう対応を行っていく。
・場面を想定した訓練の回数を増やしていく。

⑯
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その
他必要な訓練が行われているか

18 0 0

・地震や火災を想定した訓練を実施している。訓練の様
子を保護者に伝えていく。

⑰ 子どもは通所を楽しみにしているか 16 2 0

・送迎車で帰ってくると
きに、楽しそうに笑顔で
帰ってくるので安心して
いる。
・幼稚園や小学校よりも
楽しみにしていた。
・気持ちが崩れたり泣い
たりしていたと言われる
ことが増えたので、楽し
いのかどうかが分から
ない。

・引き続き、子どもたちの充実感や達成感、満足感につ
ながるよう支援内容を考慮したり、環境づくりを行ったり
していく。
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公表：令和6年2月27日
事業所名：多機能型事業所きらら館はるやま
　　　　　　(主たる事業所）



チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ ご意見
ご意見を踏まえた

対応

⑱ 事業所の支援に満足しているか 17 1 0

・日々の活動や先生方
の指導のおかげでとて
も元気に楽しく過ごせて
いる。

・引き続き、子どもたちが様々な経験を通して学び、成
長につながるよう支援を心掛けていく。
・子どもの成長や課題について丁寧に伝え、共通理解
を図りながら、家庭と連携した支援を行っていく。

○ この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け放課後等デイサービス評価表」により事業所の評価
を行っていただき、その結果を集計したものです。



【放課後等デイサービス】

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切
であるか

○

・利用人数に応じて、訓
練室等のスペースを十
分に確保し、支援を
行っている。
・学習時、集中して取り
組むことができるよう、
訓練室内の配置を考慮
している。

2 職員の配置数は適切であるか ○

・適切である。
・活動内容や子どもの
様子に応じて、配置す
る人数を調整している。

3
事業所の設備等について、バリアフリー化の配慮が
適切になされているか

○

・安全に過ごすことがで
きるよう配慮している。

4
業務改善を進めるための、ＰＤＣＡサイクル（目標設
定と振り返り）に、広く職員が参画しているか

○

・ケース検討会議等を
通し、子どもの支援に
関する目標や課題を挙
げ、振り返りや見直しを
行っている。
・ミーティング等を行い、
業務に関する課題を挙
げ、改善策を講じてい
る。

5
保護者等向け評価表を活用する等によりアンケート
調査を実施して保護者等の意向等を把握し、業務改
善につなげているか

○

・保護者等向け事業所
評価を実施し、意見を
基に改善に取り組んで
いる。

6
この自己評価の結果を、事業所の会報やホームペー
ジ等で公開しているか

○

・保護者等向け評価表
及び自己評価表の結果
をホームページで公表
している。

7
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善
につなげているか

○

・第三者評価による外部評価は行っていない。今後検
討していく。

8
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保
しているか

○

・定期的に研修の機会
を設け、資質向上に繋
げている。
・LDやSST等、子どもの
様子に応じて、必要な
研修を行っている。
・非常勤職員参加の事
業所内研修の機会を増
やし、支援内容の共通
理解につなげている。

9
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズ
や課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサー
ビス計画を作成しているか

○

・子どもの課題と保護
者のニーズを踏まえた
上で、放課後等デイ
サービス計画を作成し
ている。

10
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化され
たアセスメントツールを使用しているか

○

・標準化されたアセスメ
ントシートを使用してい
る。

11 活動プログラムの立案をチームで行っているか ○

・各グループの担当職
員が立案を行った後、
他職員に伝達、配慮事
項等について話し合い
を行う時間を設けてい
る。

・担当職員のみの立案となっている。他の職員の意見
も取り入れながら立案を行い、より充実した支援となる
ようにしていく。

12 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか ○

・毎月の目標を決め、そ
の目標を基に活動案を
立案している。
・外出活動やお泊り活
動等、子どもの現状に
応じて、活動内容を工
夫し、様々な経験がで
きるようにしている。

・年齢の幅が大きくなっているため、より個々に沿った
支援の充実へ取り組んでいく。

13
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細やかに
設定して支援しているか

○

・休日や長期休暇も学
習の時間、活動の時間
を設け生活リズムを崩
すことなく支援を行って
いる。
・長期休暇には、外出
活動や社会体験活動を
多く取り入れ、充実した
支援となるよう努めてい
る

14
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜
組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成して
いるか

○

・個々の課題に応じて、
個別活動、集団活動を
組み合わせた計画とな
るよう配慮している。
・活動内容に応じて、個
別と集団を判別し、取り
組んでいる。

事業所における自己評価結果（公表）
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公表：令和6年2月27日
事業所名：　多機能型事業所　きらら館はるやま
　　　　　　　（主たる事業所）



チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

15
支援開始前に職員間で必ず打合せをし、その日行わ
れる支援の内容や役割分担について確認しているか

○

・朝のミーティングで活
動内容、子どもの様子
や学校、保護者からの
申し送り事項について
共有、周知を行ってい
る。その後、担当職員
で、再度配慮事項等の
確認、役割分担を行っ
ている。

・日によっては、打ち合わせの実施が難しいこともある
ため、毎朝のミーティング後に打ち合わせを行うことを
徹底し、支援内容の充実を図る必要がある。
・状況によって流れを変更しているが、全職員への伝達
が不十分であることがある。確実に全職員で把握する
ことができるよう、ホワイドボード等を活用し、情報共有
を図っていく必要がある。

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日
行われた支援の振り返りを行い、気付いた点等を共
有しているか

○

・活動終了後、振り返り
を行う中で、支援内容
の見直しを行っている。

・振り返りや見直しの時間を十分に確保できていないこ
とが多い。時間の確保や振り返りの仕方の見直しを
行っていく。

17
日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底し、
支援の検証・改善につなげているか

○

・日々の記録を取ること
を徹底している。

・記録を見直す機会が少ないため、その都度見直しを
行いながら、必要に応じて、気付きや改善点について
ケース検討会議やミーティングを行っていく必要があ
る。

18
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス
計画の見直しの必要性を判断しているか

○

・定期的にモニタリング
を実施し、課題を伝え、
保護者の意向を取り入
れながら、見直しを行っ
ている。

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わせて
支援を行っているか

○

・個々の課題に応じて、
複数組み合わせて支援
を行っている。

20
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ
の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画
しているか

○

・子どもの状況に応じ
て、児童発達支援管理
者や当該児童の担当
職員を参画させ、事業
所での様子等を説明し
ている。

21
学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、
子どもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の
対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか

○

・学校と直接やりとりを
することは少なく、保護
者と連絡を取り合って
いる。

・利用児童や下校時間に関する情報交換が十分にでき
ていないことがあるため、密な情報交換を心掛けてい
く。

22
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合は、子
どもの主治医等と連絡体制を整えているか

○

・現在は対象児童はい
ない。
・受け入れを行う際は、
主治医等との連絡体制
を整えていく。

23
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども
園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互
理解に努めているか

○

・必要に応じて連絡を
取っている。

・密に情報共有を行うことはできていないため、情報共
有や相互理解に努めていく。

24
学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から障
害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまで
の支援内容等の情報を提供する等しているか

○

・現在は対象児童はい
ない。

25
児童発達支援センターや発達障害者支援センター等
の専門機関と連携し、助言や研修を受けているか

○

・公開療育や外部研修
への参加を行い、他事
業所との連携を図って
いる。

26
放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のない
子どもと活動する機会があるか

○

・子ども食堂を開催し、
交流の機会を持った。

・子ども食堂の外部参加の人数が少ないため、SNS等
を通して呼びかけを行っていく。

27
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加している
か

○

・今年度は参加ができていない。今度は積極的に参加
をしていく。

28
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども
の発達の状況や課題について共通理解を持っている
か

○

・日頃の支援の様子や
学習の様子について、
保護者に伝え、共通理
解を図っている。
・直接お話することが難
しい保護者に対しては、
電話や保護者用アプリ
で様子の伝達を行って
いる。

29
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対
してペアレント・トレーニング等の支援を行っているか

○

・子どもへのかかわり方
や言語面、運動面につ
いて等、子育てに関す
る講習会を、外部講師
を招いて実施し、保護
者の学びにつながるよ
う、家族支援を行ってい
る

・保護者の方の参加が少ないため、個別に声掛けを
行ったり、親子活動も同時に実施したりし、参加を呼び
かけていく。

30
運営規程、支援の内容、利用者負担等について丁寧
な説明を行っているか

○

・契約時や必要に応じ
て説明を行っている。引
き続き、丁寧な説明を
心掛けていく。

31
保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切
に応じ、必要な助言と支援を行っているか

○

・保護者からの悩みや
相談に対し、相談しや
すい環境をつくり、面談
を実施したり、電話や保
護者用アプリで対応し
たりし、その都度助言
や支援を行っている。

32
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す
る等により、保護者同士の連携を支援しているか

○

・保護者会については、
3月に実施をしている。

・保護者の交流の機会については、実施ができていな
い。茶話会や保護者のみの活動等を計画し、保護者同
士のかかわりや情報交換をできる場を提供し、機会を
増やしていく必要がある。
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チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

33
子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を
整備するとともに、子どもや保護者に周知し、苦情が
あった場合に迅速かつ適切に対応しているか

○

・保護者からの相談や
申し入れがあった際に
は、迅速に、職員間で
共有、対応策を講じて
いる。

34
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連
絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信して
いるか

○

・保護者用アプリで、活
動予定表や活動の様
子の写真を掲載し、発
信している。

35 個人情報に十分注意しているか ○

・個人情報漏洩がない
よう、十分に注意してい
る。

・荷物や書類等の入れ間違いのないよう、二重で確認
を行っていく。

36
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報
伝達のための配慮をしているか

○

・意思疎通や情報伝達
のため、配慮しながら
支援を行っている。
・直接お会いすることが
難しい保護者に対して
は、必要に応じて電話
や保護者用アプリを
使って、様子の伝達を
行っている。

37
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か
れた事業運営を図っているか

○

・子ども食堂等へ参加の呼びかけを行っているが、外
部からの参加は少ない。今後、ＳＮＳ等を通して、積極
的に行事等への参加の呼びかけを行っていく。

38
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対
応マニュアルを策定し、職員や保護者に周知している
か

○

・火災や地震等、場面
を想定した訓練を定期
的に行っている。

・玄関にマニュアルを掲示しているが、保護者が確認を
する機会は少ないため、保護者会等で、声掛けや周知
が必要。

39
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他
必要な訓練を行っているか

○

・定期的に避難訓練を
実施している。

・場面を想定した訓練の回数を増やしていく。

40
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する
等、適切な対応をしているか

○

・職員研修を行い、虐待
防止、早期発見等の対
応に取り組んでいる。

41

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかにつ
いて、組織的に決定し、子どもや保護者に十分に説
明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に
記載しているか

○

・身体拘束については
行っていない。

42
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示
書に基づく対応がされているか

○

・保護者へ医師からの
指示を確認し、除去食
等の対応を行ってい
る。

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい
るか

○

・ヒヤリハット報告書を
作成し、ミーティング時
に周知、改善策につい
て検討を行っている。

○

○

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

非
常
時
等
の
対
応

「はい」、「いいえ」の欄は、数を記入するのではなく、職員による自己評価結果を踏まえ、職員全員で討議した結果について回答すること。（該当
する方に○を記入）

この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



【放課後等デイサービス】

　保護者等数（児童数）　　5　　　回収数　　5　　　割合　　　100　　％

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ ご意見
ご意見を踏まえた

対応

①
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている
か

5 0 0
・子どもの様子や活動内容によって活動スペース
を考慮し、状況に応じた環境構成への配慮を行っ
ていく。

② 職員の配置数や専門性は適切であるか 5 0 0
・職員数や専門性について、分かりやすく丁寧に
伝えていく。

③
事業所の設備等は、スロープや手すりの設置などバ
リアフリー化の配慮が適切になされているか

5 0 0
・玄関の段差においては、怪我につながらないよ
う、その都度声を掛けていく。今後状況によって
は、段差への配慮を検討していく。

④
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析され
た上で、放課後等デイサービス計画が作成されてい
るか

5 0 0

・アセスメントを実施する中で、保護者から子ども
の様子や課題、目標を聴き取り、ニーズや課題の
分析、放課後等デイサービス計画の作成を行っ
ている。

⑤ 活動プログラムが固定化しないよう工夫されているか 5 0 0

・社会体験活動やコミュニケーションを図れる活
動等、様々な経験、体験につながる内容を考慮
し、個々の発達、課題に応じた支援となるよう配
慮していく。

⑥
放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のない
子どもと活動する機会があるか

4 1 0

・今年度は福祉館との交流を実施できたが1回の
みであった。今後は子どもが楽しみながら交流し
たり、活動したりできるよう、定期的に実施してい
く。

⑦
支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明がな
されたか

5 0 0
・見学時や契約時に活動内容や利用者負担額に
ついては説明を行い、同意を頂いた上で支援を
実施している。

⑧
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども
の発達の状況や課題について共通理解ができている
か

5 0 0
・送迎や面談時、コドモンを通して、日々の活動内
容や子どもの様子を丁寧に伝え、共通理解を
図った上で支援を実施できるようにしていく。

⑨
保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支援
が行われているか

5 0 0
・面談や日々のやり取りを通じて、子どもの様子
やかかわり方等、必要な情報を伝え、助言等の
支援を行っていく。

⑩
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等に
より保護者同士の連携が支援されているか

5 0 0
・保護者会や行事開催を通して、保護者同士の
連携や情報交換、共有の場を設けていく。

⑪
子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を
整備するとともに、子どもや保護者に周知・説明し、
苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか

5 0 0
・苦情等頂いた際は、その都度迅速に話し合い、
改善、周知し、丁寧に対応できるよう心掛けてい
く。

⑫
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため
の配慮がなされているか

5 0 0
・子どもの様子や目標、活動内容等、より具体的
に伝え合うことができるよう、配慮していく。

⑬
定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価
の結果を子どもや保護者に対して発信しているか

5 0 0
・月の活動予定表やホームページ、インスタグラ
ムにて様子を掲載している。子どもの様子がより
具体的に伝わるよう、更新頻度を増やしていく。

⑭ 個人情報に十分注意しているか 5 0 0

・契約時にホームページの掲載等についての確
認を行い、同意を得た上で掲載している。
・個人情報の取り扱いについて、十分な配慮を
行っていく。

⑮
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対
応マニュアルを策定し、保護者に周知・説明されてい
るか

5 0 0

・契約時の説明に加え、必要に応じてマニュアル
を閲覧できるようにしていく。
・感染症や災害時等、場面を想定した訓練を定期
的に実施していく。

⑯
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その
他必要な訓練が行われているか

5 0 0

・消防署立ち会い訓練を2回、自主訓練を2回、計
年4回の訓練を実施している。今後も計画的に実
施し、訓練の様子についてその都度保護者に伝
達していく。

⑰ 子どもは通所を楽しみにしているか 5 0 0

・自立に向けた取り組みを行う中で生きる力を培ったり、
社会体験活動やお友達との交流等、子どもたちが学び
や達成感、満足感を感じながら過ごしたりすることがで
きるよう、支援を実施していく。

⑱ 事業所の支援に満足しているか 5 0 0
・子どもの様子について保護者や関係機関と密に
情報交換を行い、共通理解の基、支援を実施す
ることができるようにしていく。

○

満
足
度

保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

保
護
者
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非
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この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け放課後等デイサービス評価表」により事業所の評価
を行っていただき、その結果を集計したものです。

公表：令和6年2月27日
事業所名：多機能型事業所きらら館はるやま
　　　　　　　（従たる事業所第3きらら館）



【放課後等デイサービス】

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切
であるか

○

・利用人数に対して、訓練室等
のスペースを十分に確保し、支
援を行っている。
・子どもの様子や活動内容に
よって活動場所を考慮したり、
パーテーションで空間を区切っ
たりしている。

2 職員の配置数は適切であるか ○
・職員の配置基準においては、
配置基準を満たしている。
・状況によって個別対応もできる
よう、職員を配置している。

3
事業所の設備等について、バリアフリー化の配慮が
適切になされているか

○ ・安心、安全に過ごすことができ
るよう、配慮している。

・現在手すりやスロープ等は設置されていない
が、今後必要であれば、子どもの状況や様子に
応じて設置を検討していく。

4
業務改善を進めるための、ＰＤＣＡサイクル（目標設
定と振り返り）に、広く職員が参画しているか

○
・支援内容や業務に対しての目
標、課題を挙げ、振り返りや見
直しを行い、職員間での共有、
改善に努めている。

5
保護者等向け評価表を活用する等によりアンケート
調査を実施して保護者等の意向等を把握し、業務改
善につなげているか

○

・保護者等向け事業所評価表を
実施し、意見を基に話し合いを
行い、改善に取り組んでいる。
・保護者からの意見を把握した
上で業務や支援にあたってい
る。

6
この自己評価の結果を、事業所の会報やホームペー
ジ等で公開しているか

○
・自己評価の結果について、改
善点を職員間で話し合い、ホー
ムページで自己評価の結果を
公表している。

7
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善
につなげているか

○ ・第三者による外部評価は実施
できていない。 ・今後は第三者による外部評価を検討していく。

8
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保
しているか

○
・子どもの様子や感染症等の時
期に合わせて必要な研修内容
を検討、実施し、質の向上につ
ながるようにしている。

・研修の実施はできたが、計画的に実施すること
ができなかった。全職員で声を掛け合いながら計
画的に実施できるようにしていく。

9
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズ
や課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサー
ビス計画を作成しているか

○
・保護者へ聞き取りを行い、保
護者のニーズと子どもの課題を
踏まえた上で、放課後等デイ
サービス計画を作成している。

10
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化され
たアセスメントツールを使用しているか

○
・共通したアセスメントシートを
使用し、子どもの様子や課題、
目標を共通理解した上で支援を
実施できるようにしている。

11 活動プログラムの立案をチームで行っているか ○
・年間計画に沿って活動案を検
討し、個別支援計画を踏まえな
がら個々の段階に合ったプログ
ラムを計画、実施している。

12 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか ○

・年間計画や各月の目標に沿っ
て立案している。
・複数の職員で活動案を出し合
いながら決めることで、固定化し
ないように工夫している。

13
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細やかに
設定して支援しているか

○

・休日や長期休暇だからこそで
きる目標や取り組みを子どもと
話しながら決めたり、子どもたち
の段階や課題に沿った体験学
習をより多く取り入れたりしてい
る。

・子どもの課題に沿って活動や外出活動を実施している
が、個々の目標に沿って細かく設定することができな
かった。今後は課題や目標、ねらいを細かく設定した上
で支援を実施していく。

14
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜
組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成して
いるか

○
・個々の課題に応じて、個別活
動、集団活動を組み合わせた計
画となるよう配慮している。

15
支援開始前に職員間で必ず打合せをし、その日行わ
れる支援の内容や役割分担について確認しているか

○

・支援環境や活動の目的等を放
課後等デイサービス担当職員で
共有し、共通理解を図った上で
支援を実施することができるよう
にしている。

・活動の目的や内容、配慮事項等について支援開始前
に話し合いを行うようにしているが、実施できていない
日があったり、直前になったりすることもあるため、早め
に時間を設けるようにしていく。

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日
行われた支援の振り返りを行い、気付いた点等を共
有しているか

○
・支援終了後に支援内容や子ど
もの様子、課題等について振り
返ったり、情報共有を行ったりし
ている。

・支援後に振り返りを行うことが難しい日もあっ
た。着実に振り返り、改善ができるよう職員間で
声を掛け合っていく。

17
日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底し、
支援の検証・改善につなげているか

○

・活動の反省、評価や子どもの
様子について、日々記録を取る
ことを徹底し、改善点や気付き
についてケース検討やミーティ
ングを行っている。

18
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス
計画の見直しの必要性を判断しているか

○
・個別支援計画の時期に合わせ
てモニタリングを実施し、計画の
見直しを行っている。

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わせて
支援を行っているか

○
・個々の課題や保護者のニーズ
に合わせて、ガイドラインの基
本活動を複数組み合わせて支
援を行っている。

20
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ
の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画
しているか

○
・子どもの状況に応じて、児童
発達支援管理責任者や児童の
担当職員を参画させ、事業所で
の状況等を説明している。

事業所における自己評価結果（公表）
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公表：令和6年2月27日
事業所名：多機能型事業所きらら館はるやま
　　　　　　　（従たる事業所第3きらら館）



チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

21
学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、
子どもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の
対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか

○

・送迎やコドモンを通して、子ど
もの様子や目標等について情
報共有を行っている。
・適宜連絡が必要な際は電話連
絡も行いながら伝達し合ってい
る。

・今年度は面談の実施ができなかったため、今後
は具体的に情報交換を行う場を設けていく。

22
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合は、子
どもの主治医等と連絡体制を整えているか

○
・現在対象児童はいないが、受
け入れを行う際は、主治医等と
の連携を図っていく。

23
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども
園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互
理解に努めているか

○
・子どもの様子や課題等につい
て情報共有、相互理解に努めて
いる。

24
学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から障
害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまで
の支援内容等の情報を提供する等しているか

○ ・現在対象児童はいない。

25
児童発達支援センターや発達障害者支援センター等
の専門機関と連携し、助言や研修を受けているか

○
・公開療育に参加したり、地区
の会議に出席したりする中で児
童発達支援センターや他事業
所との連携を図っている。

26
放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のない
子どもと活動する機会があるか

○
・1回のみではあったが、福祉館
に行く機会を設けた。また、こど
も食堂を開催し、交流の機会を
図った。

・今後は児童館との交流の機会を増やすことがで
きるよう、検討、実施していく。

27
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加している
か

○
・今年度は参加ができていな
い。地域の連絡会へは参加し、
情報交換、共有を行っている。

・今後は参加を検討していく。

28
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども
の発達の状況や課題について共通理解を持っている
か

○

・送迎や面談時、コドモンを通し
て、日々の支援の様子や課題、
目標等についての情報交換、共
通理解を図っている。
・ファミリーサロンを通して、子ど
もの様子を伝え合えるようにし
ている。

29
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対
してペアレント・トレーニング等の支援を行っているか

○
・保護者に対し、特性の理解や
子どもとのかかわり方等につな
がるよう、外部講師を招いて講
習会を行っている。

・参加が増えるよう、伝達方法や内容、実施日時
を検討していく。

30
運営規程、支援の内容、利用者負担等について丁寧
な説明を行っているか

○
・見学時や契約時に活動内容や
利用者負担額等について説明
を行っている。

31
保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切
に応じ、必要な助言と支援を行っているか

○

・保護者からの相談や悩みに対
し、面談を実施したり電話連絡
を行ったりし、その都度子どもの
様子や課題についての情報交
換、助言を行っている。

32
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す
る等により、保護者同士の連携を支援しているか

○
・保護者会やファミリーサロンを
実施することはできたが、保護
者同士の連携の場を設けること
が少なかった。

・今後は保護者同士で情報交換を行ったり、活動
を共有したりする場を設けたりし、保護者同士の
連携につなげていく。

33
子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を
整備するとともに、子どもや保護者に周知し、苦情が
あった場合に迅速かつ適切に対応しているか

○
・苦情、ご意見等があった際に
は、全職員で迅速に対応方法を
検討し、見直しや改善、周知を
行っている。

34
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連
絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信して
いるか

○
・毎月の活動予定表やブログ、
インスタグラムを活用し、活動の
様子を発信している。

35 個人情報に十分注意しているか ○

・個人情報の取り扱いについて
は、十分に配慮を行っている。
ホームページ、インスタグラムへ
の記載については、同意を得た
上で掲載している。

36
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報
伝達のための配慮をしているか

○
・必要に応じて写真や動画を用
いて子どもの様子を伝達し、より
分かりやすく具体的に伝わるよ
うにしている。

37
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か
れた事業運営を図っているか

○

・地域住民の招待等ができてい
ないが、福祉館で地域の方と話
したり、戸外活動等の中で挨拶
や会話のやり取りを交わしたり
する等の地域の方との交流は
見られた。

・今後は地域に開かれた事業運営を心掛けてい
く。

38
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対
応マニュアルを策定し、職員や保護者に周知してい
るか

○

・随時閲覧できるようにマニュア
ルのファイルを作成し、保管して
ある。保護者に対しては、契約
時に説明は行っているが、保護
者がマニュアルを閲覧できる機
会は設けられていない。

・マニュアルを閲覧、周知できるような場を設けて
いく。

39
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他
必要な訓練を行っているか

○

・消防署の立ち会い訓練を２
回、自主訓練を２回、年に計４
回火事や地震、土砂災害等の
場面を想定した訓練を実施して
いる。

・訓練実施後、訓練内容や子どもの様子について
保護者に伝達していく。

40
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する
等、適切な対応をしているか

○
・外部研修への参加、事業所内
研修を実施し、虐待防止、早期
発見等の対応に取り組んでい
る。
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チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

41

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかにつ
いて、組織的に決定し、子どもや保護者に十分に説
明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に
記載しているか

○
・身体拘束については行ってい
ないが、身体拘束についてのマ
ニュアルを策定し、体制を整え
ている。

42
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示
書に基づく対応がされているか

○

・現在対象児童はいないが、食
物アレルギーがある場合は、保
護者へ医師からの指示を確認
し、除去食等への対応を行って
いる。

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい
るか

○
・ヒヤリハット報告書を作成し、
対応についての検討や共有を
行っている。

・職員同士でヒヤリハットの内容についての情報交換は
できているが、報告書の作成後、改善点についてのミー
ティングを実施できていないことがあったため、その都
度話し合いの場を設けていく。

○

○

等
の
対
応

「はい」、「いいえ」の欄は、数を記入するのではなく、職員による自己評価結果を踏まえ、職員全員で討議した結果について回答すること。（該当
する方に○を記入）

この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。




